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後期の分析と提案にむけた
準備としてデータ収集を実施

行動データとアンケートを使用し
サービスの技術的裏付けを実施

センサータグの特長を活かした
サービスを設計

後期 サービス提案・データ分析

ミッション
ステートメント

◆

・サイバー空間 仮想空間 とフィジカル空間の融合
・全ての人とものがつながる
・イノベーションにより、様々なニーズに対応できる

◆経済発展と社会的課題の解決を両立

・世界を取り巻く環境は大きな変革期
・社会の在り方に影響を及ぼす新たな技術の進展

前期 センサータグを用いた実験

富山国際会議場で行われた国際会議「 」の会期中、参加者を対象に実験･調査を実施

①参加者に配布したセンサータグが電波を発信
②スキャナから電波強度データをサーバに送信
③電波強度に基づきサーバで位置を推測

位置情報取得

提案

提案の工程 『アイデアの発散と収束』→『外部環境の
分析』→『戦略具体化』を繰り返し具体化

競走馬

厩舎

センサー

デジタルサイネージ

①サイネージが参加者の接近を検知
②事前に登録された参加者情報を参照
③パーソナライズドコンテンツを提供

構築環境の評価

学会参加者が一堂に会する場において、
外国人を含む約 名に対してアンケー
トを実施（有効回答 名）

論文執筆・学会発表

データ分析

結果・考察 観光好きな人はサイネージの情報が役に立つ
と考えており、特に外国人にその傾向がある

経済発展と社会的課題解決を両立する超スマート社会
「 」実現のために技術を身ににつける

多彩なセンサーによるデータ収集に基づく
厩舎における競走馬の体調管理サービス

パーソナライズド広告サービスに関する
アンケートの分析結果

実施項目 成果

① センサータグによる位置情報取得 ７日間で約 名から 万レコードの位置情報を取得

② 参加者個人に向けたデジタルサイネージの掲出 参加者情報に基づいた個人別の情報を７日間に渡り提供

③ デジタルサイネージに関するアンケート 名の回答データを収集

インドネシア・ジョグジャカルタ 年 月 日

コンベンション参加者の位置情報を基盤としたパーソナライズド広告表示サービス
第 回国際 利用研究学会全国大会 大阪 年 月 日

多様なセンサーによるデータ収集に基づく厩舎における競走馬の体調管理サービスの提案
令和 年電気学会全国大会 東京 年 月 日（発表予定）
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